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⃝
講
師　
表
郷
ク
リ
ニ
ッ
ク　
村む

ら

松ま
つ

康や
す
な
り成

院
長

⃝
持
参
品　
健
診
結
果
（
お
持
ち

の
方
の
み
）、
筆
記
用
具

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
健
康
増
進
課
☎
㉗
２
１
１
２

　
県
南
・
会
津
・
南
会
津
地
域
給

付
金
の
申
請
期
限
は
、
12
月
３
日

㈪
ま
で
で
す
。
申
請
が
済
ん
で
い

な
い
場
合
は
、
早
め
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
に
必
要
な
書
類
は
、

６
月
末
に
対
象
世
帯
に
送
付
し
て

い
ま
す
が
、
ご
不
明
な
点
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
放
射
線
対
策
室
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
☎
㉒
２
４
０
０

　
特
定
疾
患
患
者
と
慢
性
透
析
療

法
を
受
け
て
い
る
方
に
、
年
間
３

万
円
の
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
、
ま
だ
申
請
を
行
っ
て
い

な
い
方
は
、
印
鑑
・
特
定
疾
患
医

療
等
の
受
給
者
証
（
平
成
24
年
４

月
１
日
現
在
で
の
資
格
が
確
認
で

き
る
も
の
）
・
本
人
ま
た
は
保
護

者
名
義
の
預
金
通
帳
を
、
本
庁
舎

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
庁
舎
市
民

福
祉
課
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⃝
申
請
期
限　
12
月
28
日
㈮
ま
で

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　
内
２
７
１
５

⃝
日
時　
12
月
３
日
㈪
／
午
後
７

時
か
ら
１
時
間
程
度 

⃝
会
場　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

（
北
中
川
原
）

⃝
対
象　
平
成
24
年
度
特
定
健
康

診
査
の
結
果
、
①
空
腹
時
血
糖
１

１
０
㎎
／
ｄ
ｌ
以
上
１
２
５
㎎
／

ｄ
ｌ
以
下
、
ま
た
は
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ

5.2
％
以
上
6.0
％
以
下
の
方
、
②
空

腹
時
血
糖
95
㎎
／
ｄ
ｌ
以
上
で
、

家
族
歴
に
糖
尿
病
・
心
血
管
疾
患

・
脳
血
管
疾
患
の
あ
る
方
、
③
糖

尿
病
予
防
に
関
心
の
あ
る
方

　
真
剣
に
結
婚
を
望
ん
で
い
る
独

身
の
男
性
・
女
性
の
た
め
の
「
出

逢
い
の
場
」
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。

⃝
日
時　
12
月
22
日
㈯
／
午
後
２

時
～
６
時

⃝
会
場　
グ
ラ
ン
ド
エ
ク
シ
ブ
那

須
白
河
（
西
郷
村
大
字
熊
倉
）

⃝
参
加
料　
男
性
４
、
０
０
０
円

・
女
性
２
、
０
０
０
円

⃝
募
集
人
数　
12
月
31
日
現
在
、

20
歳
以
上
40
歳
以
下
の
男
女
各
50

人
（
男
性
は
白
河
市
お
よ
び
西
白

河
郡
在
住
の
方
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

　　
市
で
は
、
震
災
で
被
害
を
受
け

た
住
宅
の
復
旧
を
支
援
し
ま
す
。

⃝
対
象   

自
ら
居
住
し
、
一
部
破

損
以
下
の
被
害
を
受
け
た
住
宅
の

所
有
者
（
全
壊
・
大
規
模
半
壊
・

半
壊
の
住
宅
を
除
く
）

※
す
で
に
こ
の
事
業
の
補
助
を
受

け
た
方
は
対
象
外　

※
り
災
証
明
が
な
い
場
合
は
、
写

真
等
で
被
害
が
確
認
で
き
る
こ
と

⃝
対
象
工
事
　
住
宅
本
体
の
屋
根
、

壁
、
床
、
基
礎
等
の
修
繕
・
補
修

工
事
で
費
用
が
20
万
円
（
消
費
税

等
を
除
く
）
以
上
の
も
の

⃝
補
助
金
額
　
対
象
工
事
費
の
10

％
補
助
（
上
限
15
万
円
）

⃝
申
請
期
間
　
平
成
25
年
１
月
31

日
㈭
ま
で
（
平
成
25
年
３
月
15
日

㈮
ま
で
に
工
事
が
完
成
す
る
こ
と
）

問
本
庁
舎
建
築
住
宅
課　
内
２
２

６
５
／
各
庁
舎
事
業
課　
表
郷
☎

㉜
４
７
８
６　
大
信
☎
㊻
２
１
１

５　
東
☎
㉞
２
１
１
４

　
11
月
15
日
か
ら
平
成
25
年
２
月

15
日
ま
で
（
猪

い
の
し
しは

３
月
15
日
ま
で
）

狩
猟
が
解
禁
に
な
り
ま
す
。
期
間

中
、
狩
猟
者
は
、
ル
ー
ル
を
守
り
、

《
家
屋
を
新
増
築
さ
れ
た
方
へ
》

　
市
で
は
、
平
成
24
年
１
月
２
日

以
降
に
新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ
た

家
屋
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
度
か

ら
の
固
定
資
産
税
を
算
出
す
る
た

め
に
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
は
、

職
員
が
建
物
の
外
部
・
内
部
の
仕

様
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。
確
認
資

料
と
し
て
、
家
屋
平
面
図
、
仕
様

書
な
ど
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　
調
査
の
日
時
は
、
市
か
ら
通
知

し
ま
す
が
、
事
前
に
連
絡
を
い
た

だ
け
れ
ば
、
日
程
を
調
整
し
伺
い

ま
す
。

　
な
お
、
調
査
職
員
は
、「
固
定
資

産
評
価
補
助
員
証
」
を
携
帯
し
て

い
ま
す
。

《
家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
へ
》

　
平
成
24
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊

し
た
方
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
の

当
該
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
負

担
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
家
屋
滅
失
申
告
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
す
で
に
、
法
務
局
へ
滅
失
登
記

の
手
続
き
を
さ
れ
た
方
や
課
税
課

に
届
け
ら
れ
た
方
は
、
連
絡
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
本
庁
舎
課
税
課　
内
２
１
３
１
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情 報 館募

集

⃝
申
込
受
付
期
間　
11
月
１
日
㈭

～
30
日
㈮

※
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
（
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
み

の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
創
出
事
業
実

行
委
員
会
事
務
局
（
本
庁
舎
地
域

支
援
課
内
）
内
２
２
５
７
／
Ｅ
メ

ー
ル chiiki@

city.shirakaw
a.

fukushim
a.jp

／
各
庁
舎
総
務
課

表
郷
☎
㉜
２
１
１
１　
大
信
☎
㊻

２
１
１
１　
東
☎
㉞
２
１
１
１

⃝
日
時　
11
月
27
日
㈫
～
12
月
２

日
㈰
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８

時　
※
土
・
日
曜
日
は
、
午
前
９

時
～
午
後
４
時

⃝
会
場　
本
庁
舎
収
税
課
（
１
階
）

※
期
間
中
、
特
別
な
事
情
に
よ
り

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た

め
の
納
税
相
談
も
行
い
ま
す
。
納

付
が
困
難
な
こ
と
を
説
明
で
き
る

書
類
を
お
持
ち
の
う
え
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
収
税
課　
内
２
１
３
３

臨
時
納
税
窓
口
開
設

案
内

出
逢
い
＆
ふ
れ
あ
い
の
会

狩
猟
解
禁

野
山
へ
出
掛
け
る
方
は
、
十
分
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
狩

猟
が
で
き
る
の
は
、
狩
猟
免
許
と

登
録
証
を
所
持
す
る
方
に
限
ら
れ
、

そ
れ
以
外
の
方
が
狩
猟
す
る
と
法

律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

問
本
庁
舎
農
政
課　
内
２
２
２
７

⃝
日
時　
11
月
28
日
㈬
／
午
後
１

時
30
分
か
ら　
※
入
場
無
料

⃝
会
場　
県
南
保
健
福
祉
事
務
所

（
郭
内
）

⃝
内
容　
▽
講
演
「
当
事
者
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
▽
講
師
　
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ビ
ー
ン
ズ
ふ
く
し
ま　

若わ
か
つ
き月
ち
よ
理
事
長
、
当
事
者

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
南
保
健
福
祉
事
務
所
☎
㉒
５
６
４
９

　
11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
は
、

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
の
推
進
期
間
で
す
。
ど
の

よ
う
な
暴
力
で
も
我
慢
せ
ず
、
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
（
お
近
く
の
相

談
窓
口
を
案
内
し
ま
す
）
☎
０
５

７
０
︲
０
︲
５
５
２
１
０

ひ
き
こ
も
り
講
演
会

《麻しん風しん予防接種》　

《インフルエンザ予防接種》

　まだ予防接種を受けていない次の年齢の方は、早めに
受けましょう。
〈麻しん風しん定期予防接種の対象者〉
◦第２期：小学校入学前年度の１年間
　　　　　平成18年４月２日～平成19年４月１日生まれ
　　　　　（５歳から７歳未満の幼稚園等の年長児）
◦第３期：中学1年生に相当する年齢の方
　　　　　平成11年４月２日～平成12年４月１日生まれ
◦第４期：高校3年生に相当する年齢の方
　　　　　平成６年４月２日～平成７年４月１日生まれ
　対象者には4月に予診票を送付していますので、受け
る際に必ずお持ちください。紛失した場合は、中央保健
センターまたは各庁舎市民福祉課で再発行しますので、
母子健康手帳をご持参ください。

問本庁舎健康増進課（中央保健センター）☎㉗2112　各庁舎
　市民福祉課　表郷☎㉜2114　大信☎㊻2114　東☎㉞2116

〈本費用助成の対象者〉　
　①接種当日65歳以上
　②接種当日60歳から64歳で内部障がいがあり、身体
　　障害者手帳１・２級に該当する方
〈接種期間〉　12月15日㈯まで
〈接種費用〉　1,000円
　※65歳以上の生活保護世帯の方は接種費用が全額免
　　除になります（ただし事前に手続きが必要です）。

特
定
疾
患
見
舞
金

給
付
金
の
申
請
期
限

糖
尿
病
予
防
講
演
会

家
屋
調
査

女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動

被
災
住
宅
復
旧
支
援

事
業
の
期
間
延
長

戊辰東北戦争から復興を学ぶシンポジウム
⃝日　時　11月18日㈰／午後１時～３時

30分
⃝会　場　ホテルサンルート白河（新白

河駅前）
⃝内　容　①基調講演「白河から明治維

新へ」　②パネルディスカッシ
ョン「明治の先人に復興を学ぶ」

⃝定　員　500人
⃝入場料　無料
問本庁舎商工観光課　内2214
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会
議
室
（
道
場
小
路
）

⃝
内
容　
▽
講
演
　「
拉
致
被
害

者
救
出
の
３
つ
の
条
件
」　
▽
講
師

東
京
基
督
教
大
学　
西に

し
お
か岡
力つ

と
む

教
授

⃝
入
場
料　
無
料

問
㈶
立
教
志
塾
☎
㉓
１
４
２
７

⃝
日
時　
11
月
25
日
㈰
／
午
前
11

時
か
ら　

⃝
会
場　
大
統
寺
（
馬
町
）

⃝
定
員　
▽
蝶ち

ょ
う
か
ろ
う

花
楼
馬ば

ら
く楽
師
匠
の

落
語
会　
▽
浅
草
老
舗
「
駒
形
ど

ぜ
う
」
主
人
の
そ
ば
打
ち
試
食　

各
60
人　
※
参
加
無
料

⃝
申
込
期
限　
11
月
15
日
㈭
ま
で

問
大
統
寺
☎
㉓
２
７
２
３

　
白
河
ハ
ン
ド
レ
ッ
ト
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
「
１
０
０
歳
ま
で
ス
キ
ー
を

楽
し
む
会
」
で
は
、
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

⃝
応
募
資
格　
60
歳
以
上　
※
男

女
は
問
い
ま
せ
ん
。

⃝
年
会
費　
１
０
、
０
０
０
円

※
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
は
、
ゴ
ル
フ
、

納
涼
会
ほ
か
、
楽
し
い
企
画
が
あ

り
ま
す
。

問
事
務
局　
飯い

い
む
ら村
☎
㉓
２
５
０
７

　　
市
で
は
、
市
民
の
安
全
で
安
心

な
生
活
を
確
保
し
、
健
全
な
社
会

経
済
活
動
の
発
展
の
た
め
に
、
暴

力
団
排
除
の
基
本
理
念
等
を
定
め

た
「
白
河
市
暴
力
団
排
除
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
（
10
月
５
日
施

行
）。

《
条
例
の
基
本
理
念
》

◦
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

◦
暴
力
団
に
対
し
て
資
金
を
提
供

し
な
い

◦
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

《
主
な
内
容
》

◦
市
の
施
設
等
か
ら
の
暴
力
団
の

排
除

◦
暴
力
団
事
務
所
設
置
の
阻
止

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１
６
２

　
⃝
日
時　
12
月
１
日
㈯
・
15
日
㈯
、

平
成
25
年
１
月
19
日
㈯
・
26
日
㈯
、

２
月
２
日
㈯
・
16
日
㈯
、
３
月
２

日
㈯
・
16
日
㈯　
全
8
回
／
午
前

10
時
～
正
午

⃝
会
場　
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

⃝
対
象　
小
・
中
学
生

⃝
参
加
料　
２
、
０
０
０
円

問
日
本
将
棋
連
盟
白
河
支
部
事
務

局　
遠え

ん
ど
う藤
☎
０
９
０
︲
１
９
３
３

︲
５
０
３
１

⃝
日
時　
11
月
23
日
㈷
／
午
前
９

時
か
ら
（
８
時
30
分
受
付
開
始
）

⃝
集
合
場
所　

す
ぱ
ー
く
表
郷

（
表
郷
番
沢
）

⃝
参
加
料　
３
０
０
円
（
保
険
代

含
む
）

⃝
内
容　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク

コ
ー
ス
ま
た
は
天
狗
山
登
山
コ
ー

ス
、
ゴ
ー
ル
後
に
は
お
楽
し
み
抽

選
会
、
レ
ト
ロ
バ
ス
体
験
乗
車
等

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
表
郷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
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ま
ち
か
ど
伝
言
板

新
そ
ば
と
落
語

案
内

こ
ど
も
将
棋
道
場
生
徒
募
集

西
岡
力
講
演
会

住
み
よ
い
五
箇
を
つ
く
る
会

ス
キ
ー
大
好
き
シ
ニ
ア
会
員

フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク

＆
天
狗
山
登
山

　11月は児童虐待防止推進月間で
す。「虐待を受けたと思われる子ど
も」を見つけた場合は、ご連絡く
ださい。連絡した方が特定されな
いように、秘密は厳守します。子
どもを守るためにご協力をお願い
します。
《連絡先》　
家庭児童相談室☎㉒1150／県中
児童相談所白河相談室☎㉒5648

児童虐待を見つけた場合は
ご連絡をお願いします

市
暴
力
団
排
除
条
例

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

『
東
京
駅
に
乾
杯
』

市
長
の

手
控
え
帖

れ
、
高
度
の
耐
震
技
術
を
ほ
ど
こ
し
た
壮
麗
な
駅

舎
に
甦

よ
み
が
え

っ
た
。
時
代
を
超
え
た
辰
野
の
設
計
思

想
に
感
謝
し
た
い
。
屋
根
に
は
、
石
巻
市
雄
勝
の

石
が
使
わ
れ
て
い
る
。
あ
の
大
津
波
で
さ
ら
わ

れ
ず
に
残
っ
た
建
材
は
、
駅
舎
の
一
部
と
し
て
生

き
て
い
る
。
雄
勝
の
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
壁

画
も
飾
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
駅
に
は
、
時
空
を
超

え
様
々
な
思
い
が
こ
も
っ
て
い
る
。

  

東
京
駅
は
世
界
で
も
例
を
み
な
い
ほ
ど
良
好
な

位
置
に
あ
る
。
幹
線
の
起
点
で
あ
り
、
目
の
前
が

経
済
の
中
心
丸
の
内
、
商
業
地
銀
座
も
近
い
。
周

辺
に
こ
れ
ほ
ど
の
空
間
が
あ
る
の
は
、
か
つ
て

の
大
名
屋
敷
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
パ
リ
や
ロ

ン
ド
ン
は
、
先
に
市
街
地
が
で
き
あ
が
っ
て
お

り
、
地
方
か
ら
の
鉄
道
は
中
心
に
入
れ
な
か
っ
た
。

や
む
な
く
郊
外
に
分
散
し
た
駅
か
ら
各
方
面
に

線
路
が
伸
び
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
中
央

駅
は
市
街
地
に
あ
る
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
心
で
は

な
い
。
都
心
に
あ
り
、
交
通
・
文
化
・
経
済
の
中

心
と
な
っ
て
い
る
駅
は
い
く
つ
も
な
い
。

  

近
代
化
は
鉄
道
の
歴
史
。
西
欧
は
産
業
革
命
に

歩
調
を
合
わ
せ
、
主
要
都
市
を
鉄
道
で
結
ぶ
。
ア

メ
リ
カ
開
拓
も
シ
ベ
リ
ア
開
発
も
鉄
道
が
生
命

だ
っ
た
。
東
京
駅
で
遭
難
し
た
首
相
、
原は

ら

敬た
か
し

と
浜は

ま

口ぐ
ち

雄お

さ

ち幸
も
鉄
道
と
縁
が
あ
る
。
特
に
原
敬
。
初

め
て
の
平
民
出
身
の
宰
相
。
賊
軍
南
部
藩
の
悔

し
さ
を
胸
に
秘
め
、
政
党
を
背
景
に
山や

ま
が
た縣
有あ

り
と
も朋
率

い
る
官
僚
軍
政
府
と
闘
っ
た
。
原
は
、
鉄
道
敷
設

の
実
権
を
握
る
こ
と
が
地
方
の
支
持
を
得
る
鍵

と
み
た
。
ど
う
い
う
ル
ー
ト
を
敷
き
、
ど
こ
に
駅

を
造
る
か
は
関
心
の
的
。
原
は
鉄
道
で
勢
力
を

拡
大
し
た
。
鉄
道
は
政
治
で
も
あ
っ
た
。

　

駅
中
央
か
ら
正
面
に
広
い
道
路
が
真
す
ぐ
伸

び
る
。
皇
居
に
続
く
行ぎ

ょ
う
こ
う幸
通
り
。
こ
れ
が
往
時

の
姿
に
戻
っ
た
の
も
嬉
し
い
。
天
皇
陛
下
に
信

任
状
を
捧
呈
す
る
外
国
の
新
任
大
使
は
、
古
色
豊

  

東
京
駅
丸
の
内
駅
舎
が
、
創
建
時
の
姿
に
復
元

さ
れ
た
。
上
京
す
る
度
、
仕
上
が
っ
て
い
く
様

に
と
き
め
き
、
心
待
ち
に
し
て
い
た
。
装
い
も

新
た
に
３
階
部
と
南
北
の
ド
ー
ム
が
姿
を
表
わ

す
。
赤
い
レ
ン
ガ
と
白
い
大
理
石
に
縁
ど
ら
れ

た
、
左
右
対
称
・
横
長
の
駅
舎
は
優
美
そ
の
も
の
。

明
治
以
降
で
は
第
一
級
の
建
築
物
。
面
白
い
こ

と
に
、
造
ら
れ
た
の
は
渋
谷
・
新
宿
よ
り
も
遅
い
。

政
府
は
近
代
国
家
に
ふ
さ
わ
し
い
体
裁
を
整
え

る
た
め
、
鉄
道
計
画
の
核
と
な
る
中
央
停
車
場
の

建
設
と
、
当
時
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
新
橋
と
上
野
を
結

ぶ
市
街
地
の
整
備
に
取
り
か
か
る
。
明
治
半
ば

に
構
想
は
あ
っ
た
も
の
の
、
二
度
の
戦
争
も
あ
り

着
工
は
明
治
41
年
。
６
年
余
り
の
時
を
経
て
、
大

正
３
年
12
月
に
首
都
の
顔
は
完
成
し
た
。

　

設
計
者
は
辰
野
金
吾
。
当
時
、「
一
丁
倫ロ

ン
ド
ン敦
」

と
呼
ば
れ
た
丸
の
内
赤
レ
ン
ガ
街
と
の
調
和
に

配
慮
。
赤
レ
ン
ガ
に
白
い
横
縞
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

風
の
ド
ー
ム
は
、
辰
野
式
ル
ネ
サ
ン
ス
と
称
さ
れ

た
。
頑
丈
さ
も
追
求
。
レ
ン
ガ
を
鉄
骨
で
補
強

し
、
地
下
深
く
に
松
杭
１
万
本
を
埋
め
た
。
代
表

作
日
本
銀
行
も
、
高
い
外
壁
が
続
く
城
塞
風
の

造
り
。
辰
野
堅●

●固
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

関
東
大
震
災
に
は
び
く
と
も
し
な
か
っ
た
。

　
揺
れ
に
は
強
か
っ
た
が
、
空
襲
に
は
耐
え
き
れ

ず
ド
ー
ム
と
３
階
が
焼
け
落
ち
た
。
戦
後
資
材

も
な
く
、
急
遽
２
階
建
て
８
角
形
の
屋
根
で
再
出

発
し
60
年
が
経
過
。
高
層
ビ
ル
の
案
も
あ
っ
た

が
、
赤
レ
ン
ガ
駅
を
愛
す
る
市
民
の
声
に
も
押
さ

か
に
馬
車
で
皇
居
に
向
か
う
。
東
京
駅
と
皇
居

の
間
は
、
美
し
い
伝
統
的
景
観
と
お
ご
そ
か
な
空

気
に
満
ち
て
い
る
。

  

東
京
駅
に
着
く
と
、
南
側
改
札
口
を
抜
け
霞
ヶ

関
方
面
に
向
か
う
。
改
札
口
付
近
の
上
部
が
ド

ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。
淡
い
卵
色
の
壁
に
装
飾

さ
れ
た
干
支
や
鷲わ

し

の
彫
刻
が
、
行
き
交
う
人
を
見

守
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
立
つ
と
、
よ
そ
の
国
の
駅

に
い
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
す
る
。

　

駅
に
は
ホ
テ
ル
も
あ
る
。
窓
か
ら
眺
め
る
丸

の
内
、
皇
居
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
喧
騒
に
包
ま
れ

た
地
上
と
は
違
い
、
静
寂
で
豊
か
な
時
間
が
流
れ

て
い
る
も
の
と
思
う
。
か
つ
て
川
端
康
成
や
松

本
清
張
も
好
ん
で
宿
泊
し
た
。
都
心
の
オ
ア
シ

ス
の
よ
う
な
空
間
で
、
名
作
の
構
想
を
練
っ
た
の

だ
ろ
う
。
清
張
は
ホ
ー
ム
の
電
車
を
眺
め
る
う

ち
に
、
代
表
作
「
点
と
線
」
の
ト
リ
ッ
ク
を
思
い

つ
き
、
江
戸
川
乱
歩
は
客
室
を
「
怪
人
二
十
面
相
」

の
舞
台
と
し
た
。
バ
ー
で
は
、
名
人
の
バ
ー
テ
ン

ダ
ー
が
、
赤
レ
ン
ガ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
カ
ク
テ

ル
「
東
京
駅
」
で
も
て
な
し
て
く
れ
る
と
の
こ
と
。

東
京
駅
に
は
、
旅
情
と
夢
と
威
信
が
同
居
し
て
い
る
。

  

ち
ょ
っ
ぴ
り
残
念
な
の
は
、
我
ら
が
心
の
駅
上

野
が
忘
れ
ら
れ
て
い
く
こ
と
。「
ふ
る
さ
と
の

訛
り
な
つ
か
し
停
車
場
の　

人
混
み
の
中
に
そ

を
聴
き
に
い
く
」。「
ど
こ
か
に
故
郷
の　

香
り
を

乗
せ
て　

入
る
列
車
の
な
つ
か
し
さ
」。
上
野

に
は
、
東
北
・
越
後
弁
が
飛
び
交
う
土
臭
さ
と
、

故
郷
に
続
い
て
い
る
と
い
う
安
堵
感
が
あ
っ
た
。

ど
こ
か
よ
そ
ゆ
き
で
す
ま
し
た
よ
う
な
東
京
駅

と
は
好
対
照
。
今
、
啄
木
や
井
沢
八
郎
の
感
慨
を

共
有
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
た
。
で
も
昔
、
最

終
の
特
急
が
出
る
時
刻
ま
で
、
駅
近
く
の
酒
場
で

お
だ
を
あ
げ
た
り
、
仕
事
で
ク
タ
ク
タ
に
な
り

夜
行
列
車
に
揺
ら
れ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

上
野
は
や
っ
ぱ
り
お
い
ら
の
駅
だ
。

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局　
藤ふ

じ
た田

☎
０
８
０
︲
５
５
５
７
︲
７
０
７
２

【
五
箇
ま
つ
り
】

《
10
周
年
記
念
前
夜
祭
》

⃝
日
時　
11
月
10
日
㈯
／
午
後
４

時
30
分
～
７
時　
※
６
時
30
分
か

ら
花
火
打
ち
上
げ
開
始

《
本
ま
つ
り
》

⃝
日
時　
11
月
11
日
㈰
／
午
前
８

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

⃝
内
容　
新
米
手
す
く
い
取
り
大

会
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
コ
ー
ナ
ー
等

【　
あ
な
た
に
贈
る
コ
ン
サ
ー
ト

in
Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ａ
】

⃝
日
時　
12
月
１
日
㈯
／
午
後
５

時
30
分
か
ら

⃝
内
容　
ポ
ッ
プ
ス
か
ら
ク
ラ
シ

ッ
ク
ま
で
の
ギ
タ
ー
演
奏
・
合
奏

⃝
参
加
料　
無
料

＝
共
通
＝

⃝
会
場　

五
箇
市
民
セ
ン
タ
ー

（
田
島
）

問
齋さ

い
と
う藤
☎
㉙
２
７
１
９

⃝
日
時　
11
月
29
日
㈭
／
午
後
７

時
～
８
時
30
分

⃝
会
場　
市
立
図
書
館
地
域
交
流
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